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「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島調査報告 
2011年 8月 15日 国立国語研究所 
喜界島南部・中部地域のアクセント
窪薗晴夫  
 
１はじめに  
 
  ２０１０年９月に行った喜界島方言合同調査をもとに、島の南部・中部地域（湾
わん
、中
里、上嘉鉄
かみ か て つ
、阿伝
あ で ん
、坂嶺
さかみね
、塩道の６集落）について、そのアクセント体系を概観する。
本稿の前半では先行研究（上野  2000, 2002a）を参照しながら湾と中里の２集落のアクセ
ント体系を分析し、後半では、この２集落との異同を中心に他の集落の体系を記述・分
析する。北部方言（小野津）については上野（2002a/b）を参照されたい。 
 
２中里方言、湾方言  
 
２．１ 先行研究 
喜界島・湾集落のアクセントについては上野  (2000, 2002a)が分析している。この研究に
よると、湾方言は鹿児島方言や長崎方言と同じく、語の長さに関わらず２つのアクセント
型（以下「ア型」）しか持たない２型アクセント体系である。ただし、鹿児島や長崎のＡ型、
Ｂ型とは所属語彙が一致しないこともあり、上野はα系列、β系列という呼び方をしてい
る。つまり、湾方言はα系列とβ系列の２型アクセント体系を持つ。  
 上野  (2000, 2002a)によると湾方言は音節ではなく拍（＝モーラ）を基本単位として音調
（トーン）の付与がなされる。この点において、長崎方言や甑島方言（鹿児島県）と基本
的に同じであり、音節を基本単位とする鹿児島方言とは異なる（坂口  2001; 上村  1937, 
1941; 平山  1951, 木部  2000, Kubozono 2010, 2011a/b）。 
次に、α系列とβ系列の違いであるが、α系列は文節単位で、各文節の次末拍のみ低く
なる。鹿児島方言や長崎方言と同じく文節をドメイン（付与範囲）として音調パターンが
付与されるから、名詞単独であれば、その名詞の語末から二つ目の拍が低くなり、他の拍
は高くなる。名詞に助詞が付くと、助詞の最後から二つ目の拍が低くなる。これに対し、
β系列は文節単位ではなく語をドメインとして音調が付与され、語の次末拍の前でピッチ
が上がる。つまり東京方言と同じように、語をドメインとして音調パターンが決まる。た
だし語の長さに関わらず、後ろから３つ目の拍が低く、その次の拍が高くなる。２つの系
列を比較すると次のようになる（○は名詞、△は助詞の１拍を表す）。  
 
（１）a. α系列：○○
――
、○
――
○○
――
、○
――
○
――
○○
――
、○
――
○
――
○
――
○△
――
、○
――
○
――
○
――
○
――
△△
――
 
     （所属語彙：水、鳥、鼻、洞窟
が ま
、煙、踊り、形、鋏、雷、暁…） 
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b. β系列：○
――
○○
――
○
――
、○
――
○○
――
○
――
△、○
――
○○
――
○
――
△△ 
  （所属語彙：ᾏ、㘠、⯚、⮻、ย、⏿、ኳ஭…） 
 
 ２系列の඲体ീを比較すると表１のようにまとめることがでࡁる。α系列とβ系列のド
メインの違いは、前⪅が᪩⏣  (1999)のいう語ኌ調(ZoUG WonH)的な≉ᚩを、後⪅が語アクセ
ント的な≉ᚩを持っていることをព࿡する。つまり同一体系の中に、鹿児島方言のような
語ኌ調と東京方言のような語アクセントがΰᅾしていることになる。  
 
表１ 
 音調のᢸいᡭ 
(WonH bHaULnJ unLW) 
ドメイン 
(GoPaLn) 
 
α系列 
拍  
文節 次末拍が低い 
β系列 単語 次末拍が高い 
 
また音調のᢸいᡭ(WonH bHaULnJ unLW)をもとに２型アクセントのㅖ方言と比較すると表２
のようになる1。この違いは上記の語ኌ調 YV. 語アクセントの༊ูとは┤᥋関ಀしない。  
 
表２ 
音節単位 鹿児島、（甑島） 
拍単位 長崎、甑島、喜界島・湾方言  
 
 ヰを湾方言にᡠすと、上野  (2000, 2002a)は（１）に♧した２つの音調パターンに対し、
次のような音㡩ㄽ的ゎ㔘をᥦ᱌している。  
 
 （２）a. α系列：文節の次末拍だࡅ低い↓᰾型  
    b. β系列：単語の次末拍に᪼り᰾がある  
 
まずβ系列ではピッチの上᪼位⨨が᭷ពであり、単語の次末拍（後ろから２つ目の拍）が
その᰾（᪼り᰾）をᢸう位⨨としてᣦᐃされる。これに対しα系列でもピッチの上᪼が㉳
こるが、この上᪼は音㡩的に᭷ពなものではく、文節の次末拍が低くなることが᭷ព⩏な
≉ᚩとゎ㔘される。 
 
 
                                                 
1 甑島（ᡭᡴ方言）は語㢌部分が音節単位、語末部分が拍単位で音調が付与される（Kubozono 
2010, 2011a/b）。  
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２．２ ㄪᰝ 
 ௒ᅇの合同調査では湾集落において２名のインࣇ࢛ー࣐ント、その南㞄にある中里集落
において２名のインࣇ࢛ー࣐ントからアクセントࢹータを཰集した。本稿で報告するのは
➹⪅⮬㌟が調査を行った中年⏨ᛶヰ⪅２名（各集落１名）2のࢹータである。 
 この２名のヰ⪅について、単語と文節の言いษり形と文のㄞみ上ࡆ調査を行った。文節
とは、名詞に助詞の「が、から、まで、からも、までも」を付ࡅた形であり、文とは、語
や文節の後にさらに文節が⥆く形（いわࡺる「᥋⥆形」）である。調査は調査表に記㍕され
た調査㡯目（単語・文節）を２ᅇずつㄞみ上ࡆてもらい、それをࢹࢪタࣝ㘓音機に㘓音し
ながら同᫬に᭩ࡁྲྀるという方ἲで行った（３節以㝆で⤂௓する他の集落についても同ᵝ
である）。 
 
２．㸱 Ș⣔ิ 
２．㸱．１ ㄪᰝ⤖ᯝ
 まず以下の２拍名詞について述࡭る。調査語彙のྑ⫪にձ , ճとあるのは㢮ู語彙の➨１
㢮、➨３㢮に所属することをそれࡒれព࿡する。鹿児島、長崎方言でいくと２拍➨１㢮は
Ａ型、➨３㢮はＢ型となる。  
 
 （３）水(PLGu)ձ  、鳥(WuL) ձ、鼻(Kana) ձ、洞窟(JaPa)㸹   
山(MaPa)ճ、ⰼ(Sana) ճ、㇋(PaPL)、㯏(PunL) 
 
 これらの語彙は次のような音調パターンを♧す。以下、「。」は言いษり形を、「…。」は
᥋⥆形を表す3。 
 
 （㸲）言いษり形：○○
――
。○
――
○が
――
。○
――
○も
――
。○
――
○
――
から
――
。○
――
○
――
まで
――
。 
○
――
○
――
か
――
らも
――
。○
――
○
――
ま
――
でも
――
。    
᥋⥆形：  ○
――
○が
――
…。○
――
○
――
から
――
…。○
――
○
――
まで
――
…。○
――
○
――
か
――
らも
――
…。○
――
○
――
ま
――
でも
――
…。  
    
３拍名詞については次の語彙のアクセントを調࡭た。մは㢮ู語彙の➨㸲㢮をព࿡する。
３拍➨１㢮は鹿児島・長崎ではＡ型、➨㸲㢮はＢ型となる。  
 
 （㸳）  煙(KLbuɕL) ձ、踊り(uGuL)、形(NaWaʨL) ձ㸹 
                                                 
2 中里集落のインࣇ࢛ー࣐ントはᚓ⏣喜௦἞Ặ（5 年 5 月⏕まれで調査᫬に㸳３ṓ）、湾集
落のインࣇ࢛ー࣐ントはᒾ⏣㐍Ặ（5 年  月⏕まれ、調査᫬㸳㸵ṓ）である。  
3 上野ၿ道Ặの以前の調査では、湾方言と中里方言では᥋⥆形の音調パターンがⱝᖸ異なって
いたそうである（上野  2000）。௒ᅇはࢹータが㊊りず、この点を☜ㄆでࡁていない。  
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     鋏(KaVaPL) մ、㙾(KaJaPL) մ、ᬺ(NuMuPL) մ  
  
 これらの語彙は次のような音調パターンを♧した。  
 
 （６）言いษり形： ○
――
○○
――
。○
――
○
――
○が
――
。○
――
○
――
○も
――
。○
――
○
――
○
――
から
――
。○
――
○
――
○
――
まで
――
。 
○
――
○
――
○
――
か
――
らも
――
。○
――
○
――
○
――
ま
――
でも
――
。 
    ᥋⥆形：  ○
――
○
――
○が
――
…。○
――
○
――
○
――
から
――
…。○
――
○
――
○
――
か
――
らも
――
…。 
     
㸲拍名詞は雷Na݆naUL)と暁(aޝWuʨL)の２語である。これらの語彙の音調パターンは次の㏻
りである。 
 
（㸵）言いษり形： ○
――
○
――
○○
――
。○
――
○
――
○
――
○が
――
。○
――
○
――
○
――
○も
――
。○
――
○
――
○
――
○
――
から
――
。 
○
――
○
――
○
――
○
――
まで
――
。○
――
○
――
○
――
○
――
か
――
らも
――
。○
――
○
――
○
――
○
――
ま
――
でも
――
。 
᥋⥆形： ○
――
○
――
○
――
○が
――
…。○
――
○
――
○
――
○
――
から
――
…。○
――
○
――
○
――
○
――
か
――
らも
――
…。  
  
２．㸱．２ ศᯒ 
 （㸲）、（６）、（㸵）の⤖ᯝは（１㹟）で述࡭た上野  (2000, 2002a)の報告と一致している。
すなわࡕ、文節をドメインとして、最後から二つ目の拍だࡅが低くなり、他の拍は高くⓎ
音される。また、言いษり形と᥋⥆形の㛫に違いはない。後述するβ系列とは違い、言い
ษり形の末ᑿ拍が低くなることはなく、言いษり形も᥋⥆形と同じく文節末の拍は高い。  
ここで *oOGVPLWK (197)や +aUaJuFKL (1977)の⮬ᚊ分節音㡩ㄽ($uWoVHJPHnWaO SKonoOoJ\)
のᯟ⤌みで分析すると、α系列の基本メࣟࢹ࢕ー (baVLF PHOoG\)は㹆㹊㹆であり、文節をド
メインとして末ᑿから（ྑからᕥ࡬）この基本メࣟࢹ࢕ーを拍単位で付与するとṇしい音
調がᚓられる。文節が㸲拍以上の長さを持つሙ合には、ᕥ➃の㹆音調がྑからᕥ࡬ᣑᙇ
(VSUHaG)することになる（  @ はドメインのྑ➃を表す）。 
 
（㸶） …ȣ  ȣȣȣ@文節 
        㹚㹺㹺㹺 
㹆㹊㹆 
ここで、○○○
――
や○○○○
――
という音調がチᐜされないことをᙉ調しておࡁたい。上野  
(2000, 2002a)の分析―上記の（２㹟）―にあるように、低いのはᙜヱ文節の次末拍だࡅで
あり、その前の拍はす࡭て高くなる。インࣇ࢛ー࣐ントは「はなが
――
」（鼻が）や「かたࡕ
――
」
のような音調に対して一ᵝにྰᐃ的な཯ᛂを♧しており、次末拍の前はᚲず高くなくては
いࡅない。「鼻が」や「形」には○
――
○○
――
という音調しかチᐜされないのである。  
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２．㸲 ș⣔ิ 
２．㸲．１ ㄪᰝ⤖ᯝ
 β系列については次の語彙についてアクセントを分析した。これらは鹿児島方言、長崎
方言においてＢ型アクセントをとる語彙である（たと࠼ば「ᾏ」は୧方言で「うみ
――
」とⓎ
音される）。 
 
 （９）  a. ２拍名詞 
  ᾏ(uPL) մ、㘠(nabL)、⯚(KunL)、⮻(uVu) մ、ኴ㝧(WLGa) 
  b. ３拍名詞 
  ย(KaWana) մ、⏿(KaWHޝ) մ 
  F. 㸲拍名詞 
ⱝいፉ(PHޝUabL)、ኳ஭(Wܼ݆ݣoޝ)、かまࡁり、⣸ 
 
これらの調査語彙に対してᚓられた音調は次の㏻りである（「㹼」は語彙㛫、Ⓨヰ㛫あ
るいはヰ⪅㛫にᦂれがあることを表す）。上野  (2000, 2002a)の記述と一致する。  
 
（１０）a. ２拍名詞 
        言いษり形：○
――
○。○
――
○
――
が。○
――
○
――
も。○
――
○
――
か
――
ら。○
――
○
――
ま
――
で。 
○
――
○
――
から
――――
も。○
――
○
――
まで
――――
も。  
     ᥋⥆形：  ○
――
○
――
が
――
…。○
――
○
――
から
――――
…。○
――
○
――
から
――――
も
――
…。  
     b. ３拍名詞 
         言いษり形：○○
――
○。○○
――
○
――
が。○○
――
○
――
も。○○
――
○
――
か
――
ら。○○
――
○
――
ま
――
で。 
○○
――
○
――
から
――――
も。○○
――
○
――
まで
――――
も。 
    ᥋⥆形：  ○○
――
○
――
が
――
…。○○
――
○
――
から
――――
…。○○
――
○
――
から
――――
も
――
…。  
   F. 㸲拍名詞 
         言いษり形：○
――
○○
――
○。○
――
○○
――
○
――
が（㹼○
――
○○○
――
が）。○
――
○○
――
○
――
も。  
○
――
○○
――
○
――
か
――
ら。○
――
○○
――
○
――
ま
――
で。○
――
○○
――
○
――
から
――――
も。○
――
○○
――
○
――
まで
――――
も。 
      ᥋⥆形：  ○
――
○○
――
○
――
が
――
…。○
――
○○
――
○
――
から
――――
…。○
――
○○
――
○
――
から
――――
も
――
…。  
 
２．㸲．２ ศᯒ 
 α系列とは異なり、β系列では言いษり形と᥋⥆形が異なる音調を持つ。言いษり形と
᥋⥆形にඹ㏻するのは、「文節」ではなく「単語」の最後から３つ目の拍（㸫ճ）が低くな
り、この拍とその後ろの拍（㸫ղ）の㛫でピッチが上᪼することである。語が２拍以下の
長さしかないሙ合（つまり㸫ճがないሙ合）には、語㢌（つまり㸫ղ）から高くⓎ音され
ることになる。 
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᥋⥆形のሙ合には、―ճだࡅが低くなり、助詞もྵめ他の拍はす࡭て高くなる。２拍名
詞のሙ合には、文節඲体が高くなることになる（たと࠼ば「うみ
――――
から
――――
…」）。これに対し、
言いษり形では、―ճにຍ࠼、文節末の拍も低くなる。２拍名詞が単独でⓎ音されるሙ合
には、○
――
○（たと࠼ば「う
――
み。」）となる。このように、文節末の拍が低くなるかྰかとい
う点において、言いษり形と᥋⥆形が༊ูされる。  
言いษり形の音調が文末を表す文ࣞ࣋ࣝの音調 (bounGaU\ WonH)であるとゎ㔘すると、上野  
(2000, 2002a)が୺ᙇするように、㸫ճが低く、㸫ղが高くなることがβ系列のアクセント
≉ᚩということになる。言いษり形は、このアクセント≉ᚩの上に、文節末の拍を低くす
るという文ࣞ࣋ࣝの音調が⿕さるだࡅである。たと࠼ば２拍名詞が単独で○
――
○（たと࠼ば
「う
――
み。」）とⓎ音されるのは、㸫ղが高いという語アクセントの≉ᚩと、文節末拍が低い
という文末音調が⤌み合わさったに㐣ࡂない。  
以上の観ᐹを⮬ᚊ分節音㡩ㄽに基࡙いて分析すると、次のようになる。まず基本メࣟࢹ
࢕ーはα系列と同じく㹆㹊㹆とみなすことがでࡁる。ただし、この音調はα系列のように
文節末から付与されるのではなく、語末から付与され、さらに語末拍を音㡩的に୙ྍど
(LnYLVLbOH)として音調付与のドメインから㞃さなくてはいࡅない。つまり㹆㹊㹆を単語単位
で、かつ語末拍を㝖いて、ྑからᕥ࡬付与するのである。ᅗ♧すると（１１）のようにな
る（ȣ!は音㡩的に୙ྍどな拍をព࿡する）。この「音㡩的に୙ྍど」という⪃࠼方は一
ぢするとアド࣍ックなようにぢ࠼るが、後述する他の集落（上嘉鉄、阿伝、塩道）の分析
にも᭷⏝であることから、一⯡ᛶにḞࡅるとは言࠼ない。また上でぢたように、音調がα
系列では文節をドメインとして音調が付与されるのに対し、β系列では語をドメインとし
て付与される。同一体系ෆでこのような⤌み合わࡏがあること⮬体、㠀ᖖに⯆࿡῝い。こ
のことは、喜界島の㏆㞄集落（３節以㝆）の体系と比較する㝿に㔜せな࣏イントとなる。  
 
（１１）  …ȣ  ȣȣȣȣ!@語ȣȣ  
㹚㹺㹺㹺㸭 
㹆㹊㹆 
 
（１１）の分析についてはもう一つ、基本メࣟࢹ࢕ーが㹊㹆ではないことをᙉ調してお
ࡁたい。語末からᩘ࠼て３拍目と２拍目の㛫でピッチが上᪼することがβ系列の≉ᚩであ
ると述࡭たが、語のアクセント≉ᚩはこれだࡅではない。もしこのピッチ上᪼だࡅが᭷ព
な≉ᚩであるならば、㸲拍名詞の㹆㹊㹆㹆（᥋⥆形）、㹆㹊㹆㹊（言いษり形）にຍ࠼て㹊
㹊㹆㹆（᥋⥆形）、㹊㹊㹆㹊（言いษり形）という音調もチᐜされるはずであるが、ᐇ㝿に
はチᐜされない。たと࠼ば「め࠼らび。」（ⱝいፉ、言いษり形）に対してインࣇ࢛ー࣐ン
トは「め࠼ら
――
び。」という音調はチᐜされず、「め
――
࠼ら
――
び。」だࡅをチᐜした。語末から㸲拍
目の㹆音調がఱらかの文音調（たと࠼ば bounGaU\ WonH）でない㝈り、これは語の≉ᛶとし
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てㄝ᫂される࡭ࡁものである。このことが（１１）において㹆㹊㹆を基本メࣟࢹ࢕ーとタ
ᐃする➨一の⌮⏤である。さらに、この基本メࣟࢹ࢕ーをタᐃすることによりα系列とβ
系列のඹ㏻ᛶをᤊ࠼ることもྍ⬟となる。  
 
２．㸳 ࡑࡢ௚ࡢ▱ぢ
 湾と中道の２つの集落については上記のことにຍ࠼、次のような஦ᐇも観ᐹされた。  
 
２．㸳．１ １ᢿྡモ
１拍名詞にはア型の༊ูがなく、す࡭てα系列の音調パターンをとる。  
 
（１２）⾑(ʨLޝ) ձ、ṑ(Ka)、㓇(VH)、஭ᡞ(Kaޝ)㸹目(PLޝ) ճ、木(KLޝ) ճ、ᐙ(Maޝ)  
       ○○
――
。○
――
○が
――
。○
――
○が
――
…。○
――
○
――
から
――
。○
――
○
――
か
――
らも
――
。 
 
ここではα系列とβ系列が中࿴しているわࡅであるが、なࡐβ系列ではなくα系列の方
に⤫合されるのか、その⌮⏤はわからない。（１２）の語彙が（１０a）に♧したβ系列２
拍名詞と同じ音調を♧したとしても、音ኌ的にも音㡩的にもఱらၥ㢟は⏕じないはずであ
る。 
（１２）に♧したように、１拍名詞は助詞が付いても付かなくても、ẕ音がఙびて඲体
が２拍名詞と同じ長さでⓎ音される。これは１拍から２拍࡬という音㡩的な長ẕ音໬であ
り、後述する␲ၥ文の長ẕ音໬とはᛶ᱁が異なる（２㸬㸳㸬３節）。␲ၥ文にぢられる長ẕ
音໬は、音調パターンが決まった後で音ኌ的にఙびるものであるが、１拍名詞の長ẕ音໬
は語඲体が２拍になり、２拍名詞と同じ音調パターンを持つ。つまり、音調パターンが決
まる前に㉳こる音㡩的な長ẕ音໬である。あるいは、これらの名詞はࣞ࢟ࢩࢥンにおいて
最ึから２拍名詞としてⓏ㘓されているのかもしれない。 
 
２．㸳．２ ࢔ࣝࣇ࢓࣋ࢵࢺ㢌ᩥᏐㄒࡢ࢔ࢡࢭࣥࢺ
調査語彙表以እで、いくつかのእ᮶語とアࣝࣇ࢓࣋ット㢌文Ꮠ語のアクセントを調࡭た
ところ、これらのእ᮶語語彙はす࡭てβ系列であった。（１３）に言いษり形の音調を♧す。  
 
（１３） タン
――――
ࣂࣜ
――
ン。チࣙࢥ
――――――
ࣞー
――
ト。ࢸーࣉࣞࢥ
――――――――――
ーࢲ
――
ー。  
      ピー
――――
アー
――
ࣝ（㹎㹐）。ࢪ࢙ー
―― ― ― ―
アー
――
ࣝ（㹈㹐）。ࢩ
――
ーࢸ࢕
――――
ー（㹁㹒）。 
࢚ࣇࣅ
――――――
ーア
――
イ（㹄Ｂ㹇）。ピーࢸ࢕
――――――――
ー࢚
――
ー（㹎㹒Ａ）。 
࣡イ࢚࣒ࢩ
――――――――――
ー࢚
――
ー（㹗㹋㹁Ａ）。 
 
 （１３）からもわかるように、語末から３拍目が低く、２拍目が高くⓎ音される。言い
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ษり形のሙ合には、これにຍ࠼て、文ࣞ࣋ࣝの音調 (bounGaU\ WonH)によって文節末の拍が低
くなる。また、音調付与が音節単位ではなく拍単位であることは、᪤にぢた࿴語のሙ合と
同じである。この点において、音節と拍の୧方に౫存する甑島方言とは異なる。参⪃まで
に甑島方言の音調を（１㸲）に♧す。いずれも甑島方言のＡ型アクセントのⓎ音である（FI. 
ὀ１。ヲ⣽については Kubozono 2010, 2011a/b を参照）。 
 
 （１㸲）タン
――――
ࣂࣜ
――
ン、チࣙ
――――
ࢥࣞ
――
ート、ࢸーࣉࣞ
――――――――
ࢥーࢲ
――
ー、ピーア
――――――
ーࣝ、ࢪ࢙ーア
――――――――
ーࣝ、 
ࢩーࢸ࢕
――――――――
ー、࢚ࣇ
――――
ࣅーア
――
イ、ピー
――――
ࢸ࢕ー࢚
――
ー、࣡イ࢚࣒
――――――――
ࢩー࢚
――
ー 
 
ここで湾方言・中里方言のእ᮶語がβ系列に属していることにὀ目したい。２㸬㸲節で
ぢたβ系列の語彙が鹿児島方言や長崎方言ではＢ型アクセントでⓎ音されることを⪃࠼る
と、これはពእな஦ᐇである。鹿児島方言や長崎方言、甑島方言ではእ᮶語は基本的にＡ
型でⓎ音される。またこれらの方言のＡ型の࿴語は喜界島湾方言・中里方言ではα系列と
なる（２㸬３節、２㸬㸲節）。これらの஦ᐇを前ᥦにして方言㛫に対ᛂがあると௬ᐃするな
らば、湾方言・中里方言のእ᮶語はα系列に属することがண᝿されるのであるが、ᐇ㝿に
はその㏫である。これはなࡐであろうか。  
鹿児島方言な࡝のＡ型アクセントと湾方言・中里方言のβ系列にඹ㏻する≉ᚩは、単語
の末ᑿ（湾、中里では言いษり形の末ᑿ）が低くⓎ音されるということである。「チࣙࢥࣞ
ート」という語を౛にとると、次のようになる。ᐇ㝿の音調パターンは方言ࡈとに異なる
が、語末が低くⓎ音されるという点ではඹ㏻している。これは、東京方言や㏆␥方言のእ
᮶語にもඹ㏻した≉ᚩである。  
 
（１㸳）鹿児島方言：    チࣙࢥࣞー
――――
ト  
長崎方言：   チࣙࢥ
――――――
ࣞート 
甑島方言：   チࣙ
――――
ࢥࣞ
――
ート 
湾・中里方言： チࣙࢥ
――――――
ࣞー
――
ト  
東京方言：   チࣙࢥࣞ
――――
ート 
㏆␥方言：   チࣙࢥࣞ
――
ート 
 
もしእ᮶語にもう一つのア型（鹿児島方言な࡝のＢ型、湾・中里方言のα系列、東京方
言や㏆␥方言の平ᯈ型（↓᰾型））が付与されていたら、次のように語末が高くⓎ音される
ことになる。 
 
（１６） 鹿児島方言： チࣙࢥࣞート
――
 
長崎方言： チࣙࢥࣞート
――
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甑島方言： チࣙࢥ
――――――
ࣞート
――
 
湾・中里方言： チࣙࢥࣞ
――――――――
ート
――
 
東京方言： チࣙࢥࣞート
――――――――
 
㏆␥方言： チࣙ
――――
ࢥࣞート
――――――――
（高㉳↓᰾） 
㹼チࣙࢥࣞート
――
（低㉳↓᰾） 
 
アࣝࣇ࢓࣋ット㢌文Ꮠ語をྵࡴእ᮶語が（１６）ではなく（１㸳）のア型でⓎ音される
ということは、ⱥ語の単語単独Ⓨヰの音調パターンと一致する。ⱥ語では単語の単独Ⓨヰ
がす࡭てピッチ下㝆をకってⓎ音され、語末はᖖに低くⓎ音される。たと࠼ば FKyFoOaWH
という３音節語は語㢌音節にアクセント（ᙉໃ）を持ࡕ、２音節目以㝆が低くⓎ音される。
（１㸳）にぢられる日本語ㅖ方言のእ᮶語Ⓨ音は、ⱥ語のこの音ኌ≉ᚩ（⫈ぬ༳㇟）を日
本語の中に保持した⤖ᯝと⪃࠼ることがでࡁる  (Kubozono 200, 2007)。  
ここで、喜界島湾・中里方言のβ系列は、言いษり形だࡅが語末を低くⓎ音され、᥋⥆
形ではそうならないのではないかという␲ၥが⏕じるかもしれない。たと࠼ばチࣙࢥࣞー
トの᥋⥆形は「チࣙࢥ
――――――
ࣞー
――
ト
――
」であり、語末が低くならないという点では（１６）のα系
列と同じではないかというぢ方である。たしかに᥋⥆形と言いษり形の༊ูでいうと、同
じβ系列でも言いษり形だࡅが語末が低くⓎ音される。ⱥ語の音調パターンを೉⏝（保持）
したと⪃࠼ると、࡝うして᥋⥆形ではなく言いษり形がእ᮶語の೉⏝パターンを決めるの
かということがၥ㢟になる。  
しかし言いษり形は単に㠀᥋⥆形（後ろにఱも᥋⥆しない形）というだࡅでなく、単語
の単独Ⓨヰであるということもぢ落としてはならない。β系列にぢられる語末のピッチ下
㝆が௬に語（アクセント）の≉ᛶではないとしても、平ླྀ文としての単独Ⓨヰにおいて語
末の音調が低くなるという஦ᐇはኚわらない。ⱥ語の単語単独Ⓨヰと日本語の単語単独Ⓨ
ヰの㛫で、語末のピッチ下㝆という≉ᚩがඹ᭷されていると⪃࠼ると、（１㸳）の஦ᐇはၥ
㢟なくㄝ᫂でࡁる。 
ついでながら、ⱥ語の単語単独Ⓨヰにぢられるピッチ下㝆もまた「単語」の≉ᛶではな
いことを付言しておくᚲせがある。࿘▱のように、ⱥ語はピッチアクセントの言語ではな
くᙉໃアクセントの言語である。ཎ๎としてᙉᙅのパターンだࡅが語彙的にᣦᐃされてお
り、ピッチの≉ᚩ（高低、上᪼、下㝆な࡝）は文のⓎヰ（イントࢿーࢩࣙン）で決まる。
それࡺ࠼、FKoFoOaWHな࡝の語において語末が低くⓎ音されるという≉ᚩはⱥ語の語アクセ
ントの≉ᚩではなく、この言語の平ླྀ文が持つ文の㡩ᚊ≉ᚩである。語が೉⏝される㝿に
は、ཎ語において語の≉ᚩか文の㡩ᚊ≉ᚩかということはၥ㢟にならず、単語単独Ⓨヰの
音調パターンが೉⏝されているようなのである。  
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２．㸳．㸱 ␲ၥᩥࡢ࢖ࣥࢺࢿ࣮ࢩࣙࣥ
 次にアクセントとの関㐃で␲ၥ文の㡩ᚊ≉ᚩについて述࡭る4。鹿児島方言（木部  2010）
や甑島方言（窪薗  2011）と同じように、湾・中里方言では␲ၥ文が文末のピッチ下㝆によ
って表される。この方言の␲ၥ文には鹿児島方言と同じく「な」という⤊助詞が付くよう
であるが、ᐇ㝿のⓎヰではこの⤊助詞がしばしば長ẕ音໬を㉳こし、「なあ」と２拍分の長
さでⓎ音される。ᐇ㝿の音調を表すと次のようになる。各࣌アのᕥഃが平ླྀ文の言いษり
形、ྑഃが␲ၥ文である。 
 
 （１㸵）a. α系列：がま
――
（洞窟）。が
――
まな
――
あ㸽  
           はな
――
（鼻）。は
――
なな
――
あ㸽 
           ࡦ
――
ࡪし
――
（煙）。ࡦ
――
ࡪ
――
しな
――
あ㸽   
b. β系列：う
――
み（ᾏ）。うみ
――――
な
――
あ㸽 
           はた
――
な（ย）。はた
――
な
――
な㸽（㹼はたな
――――
な
――
あ㸽） 
 
 ここで次の２点にὀពするᚲせがある。まず➨一に、この方言では⤊助詞の「な」が「が」
をはじめとする᱁助詞と同じように、先行せ⣲と同じアクセント単位（音調付与ドメイン）
にධる。「はな（鼻）」を౛にとると、後ろに「な（あ）」が付くことによって、「はな」の
音調もኚわってしまう。これに対し、鹿児島方言では᱁助詞と⤊助詞はアクセント的に異
なる᣺る⯙いをぢࡏ、同じ␲ၥを表す「な（あ）」は先行せ⣲と同じアクセント単位にධら
ず、よって、先行せ⣲の音調をኚ࠼ることもない（（１㸶）にල体౛を♧す）。ูの言い方
をすると、鹿児島方言では␲ၥの⤊助詞「な（あ）」を先行せ⣲と同じ文節にධれないが、
湾・中里方言では先行せ⣲と同じ文節にධれる。  
  
 （１㸶） は
――
な。（鼻） は
――
なな㸽 は
――
ななあ㸽 （FI. はな
――
が、はなか
――
ら） 
はな
――
。（ⰼ） はな
――
な㸽 はな
――
なあ㸽   （FI. はなが
――
、はなから
――
） 
 
 （１㸵）についてもう一つ⯆࿡῝いのは、⤊助詞「な」の長ẕ音໬とアクセントとの関
ಀである。「が
――
まな
――
あ㸽」という音調は「がま」に１拍助詞が付いた音調（が
――
まが
――
）と一致
し、２拍助詞が付いた音調（が
――
ま
――
から
――
）とは一致しない。「ࡦ
――
ࡪ
――
しな
――
あ㸽」の音調も、「ࡦ
ࡪし」に１拍助詞が付いた音調（ࡦ
――
ࡪ
――
しが
――
）と一致し、２拍助詞が付いた音調（ࡦ
――
ࡪ
――
し
――
から
――
）
とは一致しない。もし名詞の末ᑿẕ音が長ẕ音໬を㉳こした後にアクセント（音調）が付
与されるのであれば、「が
――
まな
――
あ㸽」や「ࡦ
――
ࡪ
――
しな
――
あ㸽」の音調はㄝ᫂でࡁなくなる。つま
り、これらの␲ၥ文音調は次のような㐣⛬を᝿ᐃしてึめてㄝ᫂がつく。  
                                                 
4 ここで述࡭ることは中里方言ヰ⪅の観ᐹに基࡙く。  
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 （１９）基ᗏ形       がま㸩な ࡦࡪし㸩な 
     アクセント付与（α系列）  が
――
まな
――
  ࡦ
――
ࡪ
――
しな
――
 
     長ẕ音໬      が
――
まな
――
あ
―――
 ࡦ
――
ࡪ
――
しな
――
あ
―――
 
     言いษり形（␲ၥ）   が
――
まな
――
あ ࡦ
――
ࡪ
――
しな
――
あ 
 
 β系列の␲ၥ形（１㸵㹠）についても同ᵝの分析がでࡁる。 
 
 （２０）基ᗏ形      うみ㸩な 
     アクセント付与（β系列）  うみ
――――
な
―――
 
     長ẕ音໬          うみ
――――
な あ
――――――
 
     言いษり形（␲ၥ）     うみ
――――
な
――
あ 
 
この分析は、␲ၥを表す⤊助詞「な」の長ẕ音໬が音㡩的なものではなく単に音ኌ的な
⌧㇟であることをព࿡している。この点において、２㸬㸳㸬１節で述࡭た１拍名詞の長ẕ
音໬とはᛶ᱁が異なる。 
  
㸱ᆏᕊ㞟ⴠࡢ࢔ࢡࢭࣥࢺ  
 
ここまで、湾と中里の２集落についてアクセント体系の概せをぢてࡁたが、ここからは
喜界島南部・中部の他の集落に範囲をᗈࡆて集落㛫の異同を⪃ᐹしてみたい。まず湾集落、
中里集落から北に⣙㸳࢟ࣟのところにある坂嶺集落について述࡭る。この集落は北部方言
の小野津集落と湾・中里集落とのࡕࡻう࡝中㛫に位⨨しているが、アクセント的にも湾・
中里集落とはⱝᖸ異なっている。௒ᅇ報告するのは➹⪅が調査を行った一ேの高年ᒙヰ⪅ 5
のࢹータである。なお、᫬㛫の関ಀで調査でࡁなかった㡯目（≉に᥋⥆形の音調）もᑡな
くないことを付言しておく。  
 
㸱．１ ㄪᰝ⤖ᯝ 
 拍を基本単位とする２型アクセント体系を持つ点では湾および中里の集落とኚわらない
（この点は本稿で⤂௓するす࡭ての集落にඹ㏻した≉ᚩである）。  
 次にα系列とβ系列のᐇ㝿の音調パターンであるが、α系列については湾・中里とఱら
ኚわらない。つまり、文節をドメインとして、最後の３拍が㹆㹊㹆（次末拍だࡅが低い）
という音調パターンを♧す。また湾・中里と同じく、α系列では言いษり形と᥋⥆形が同
                                                 
5 ⱥ ၨኴ㑻Ặ（79 ṓ、1931 年 2 月⏕まれ）。  
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じパターンを♧す。言いษり形で文節末が下がらない点も湾・中里と同じである。さらに、
この集落でも１拍名詞はす࡭てα系列であり、ẕ音がఙ長໬を㉳こしてアクセント的には
２拍名詞と同じࡩるまいを♧す。  
 これに対し、β系列の音調は湾・中里集落と㢧ⴭに異なる。２拍名詞（ᾏ、㘠、⯚ (Sun,)、
⮻、ኴ㝧(WLGa)）の⤖ᯝは次の㏻りである。  
 
（２１）言いษり形：○
――
○。○
――
○
――
が。○
――
○
――
も。○
――
○
――
か
――
ら㹼○
――
○か
――
ら。○
――
○
――
ま
――
で。 
○
――
○
――
から
――――
も㹼○
――
○か
――
ら
――
も。○
――
○
――
まで
――――
も㹼○
――
○まで
――――
も。  
   ᥋⥆形： ○
――
○
――
が
――
…。 
 
 （２２）と（２３）に３拍名詞と㸲拍名詞の⤖ᯝを♧す。前⪅は「ย (KaWana)、⏿(SaWH5)、
あばら㦵(JaPaNu＝がまのዟ)」の語、後⪅は「㣗ᩱ(Sa1PH5)、ⱝいፉ(PH5UabL)、ኳ஭(W,1zMo5)、
ᮅ㢦(aVaJo5)」である。 
 
（２２）言いษり形：○○
――
○。○○○
――
が㹼○○
――
○
――
が。○○○
――
も。 
○○○か
――
ら㹼○○○
――
か
――
ら。○○○ま
――
で。○○○から
――
も㹼○○○から
――――
も。  
○○○まで
――
も㹼○○○まで
――――
も。  
   ᥋⥆形： ○○○が
――
…㹼○○○
――
が
――
…。   
 
 （２３）言いษり形：○
――
○○
――
○。○
――
○○○
――
が㹼○
――
○○
――
○
――
が。○
――
○○○
――
も。  
○
――
○
――
○○か
――
ら㹼○
――
○○○か
――
ら。 
○
――
○
――
○○ま
――
で㹼○
――
○○○ま
――
で。 
○
――
○○○から
――――
も㹼○
――
○○○から
――
も㹼○
――
○
――
○○から
――
も。 
○
――
○○○ま
――
で
――
も㹼○
――
○○○まで
――
も。  
     ᥋⥆形：○
――
○○○
――
が
――
…。○
――
○○○まで
――――
…。○
――
○○○まで
――――
も
――
…。  
 
 （２１）㸫（２３）を㏻して、言いษり形と᥋⥆形の違いは湾や中里集落のものと同じ
であり、言いษり形では文節末の拍が低くなるのに対し、᥋⥆形は文節末まで高くなる。
ၥ㢟となるのが、ピッチ上᪼の位⨨であるが、この集落は中里・湾࡯࡝には語（名詞）の
㸫ղでの上᪼が㢧ⴭではなく、ࡴしろ文節をドメインとして㸫ղでピッチが上᪼するഴྥ
がぢられる。つまり、文節඲体の後ろから３つ目と２つ目の拍の㛫でピッチが上᪼するパ
ターンがもっとも一⯡的なようにぢ࠼る。またピッチが上᪼する前の低音調の部分も、湾・
中里では࡯ࡰ１拍に㝈られていたのに対し、この坂嶺方言では２拍から３拍にཬࡪことが
                                                 
 㹆㹊㹆㹊のⓎ音は、名詞と助詞をูࠎの文節に分ࡅた（＝助詞をᙉ調した）Ⓨ音のྍ⬟ᛶも
ある。  
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⌋しくなく7、この点において語彙㛫あるいはⓎヰ㛫でもᑡなからࡠࣂ࢚ࣜーࢩࣙンが観ᐹ
された。 
 
㸱．２．ศᯒ 
β系列について湾・中里方言と坂嶺方言の違いをまとめると次表のようになる。  
 
  表３ 
湾・中里 ○
――
○。 ○
――
○
――
が。 ○
――
○
――
か
――
ら。 ○
――
○
――
から
――――
も。 
坂嶺 ○
――
○。 ○
――
○
――
が。 ○
――
○
――
か
――
ら㹼 
○
――
○か
――
ら。 
○
――
○
――
から
――――
も㹼 
○
――
○か
――
ら
――
も。 
湾・中里 ○○
――
○。 ○○
――
○
――
が。 ○○
――
○
――
か
――
ら。 ○○
――
○
――
から
――――
も。 
坂嶺 ○○
――
○。 ○○○
――
が㹼  
○○
――
○
――
が。 
○○○か
――
ら㹼 
○○○
――
か
――
ら。  
○○○から
――
も㹼 
○○○から
――――
も。 
湾・中里 ○
――
○○
――
○。 ○
――
○○
――
○
――
が。 ○
――
○○
――
○
――
か
――
ら。 ○
――
○○
――
○
――
から
――――
も。 
坂嶺 ○
――
○○
――
○。 
 
○
――
○○○
――
が㹼
○
――
○○
――
○
――
が。 
○
――
○○○か
――
ら㹼 
○
――
○
――
○○か
――
ら。  
○
――
○○○から
――――
も㹼 
○
――
○○○から
――
も㹼 
○
――
○
――
○○から
――
も 
 
この比較表からもわかるように、湾・中里方言と坂嶺方言は「㸫ղ位⨨での上᪼」とい
う≉ᚩはඹ᭷しながらも、音調の付与ドメインを異としている。前⪅は語（名詞）の中の
㸫ղ位⨨でピッチが上᪼するのに対し、後⪅は文節をドメインとして㸫ղ位⨨で上᪼が㉳
こっている。上᪼位⨨にὀ目して比較すると次のようになる（  㹛はドメインのྑ➃を表す）。 
 
（２㸲）β系列 
  湾・中里  ○○
――
○㹛。  ○○
――
○
――
㹛が。 ○○
――
○
――
㹛か
――
ら。   ○○
――
○
――
㹛から
――――
も。  
  坂嶺    ○○
――
○㹛。 ○○○
――
が㹛。  ○○○か
――
ら㹛。  ○○○から
――
も㹛。 
  
このゎ㔘がṇしࡅれば、坂嶺方言はα系列に合わࡏるかのように、β系列でも「単語」
から「文節」࡬と音調付与のドメインが⛣行している（しつつある）ことになる。つまり、
湾・中里方言では語ኌ調的なα系列と語アクセント的なβ系列がඹ存していたのに対し、
坂嶺方言の体系は一Ṍ⡆⣲໬され、α系列もβ系列も語音調的な≉ᚩを持っていると言࠼
る。 
                                                 
7 たと࠼ば３拍名詞㸩１拍助詞の音調パターンは「○○○
―
が。」であり、「○
―
○○
―
が。」はฟてこ
ない。㸲拍名詞㸩１拍助詞でも、「○
――
○
――
○○
―
が。」というパターンは観ᐹされなかった。  
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㸲ୖ჆㕲࣭㜿ఏ࣭中㐨㞟ⴠࡢ࢔ࢡࢭࣥࢺ  
 
 次に、湾集落・中里集落から坂嶺とは㏫の方ྥに㐍んだところにある東ᾏᓊの集落につ
いて述࡭る。௒ᅇ➹⪅が調査を行ったのは島の南➃にある上嘉鉄集落と、そこからᾏᓊ⥺
にἢって北東࡬⣙㸳࢟ࣟのところにある阿伝集落、さらにそこから北東⣙㸳࢟ࣟのところ
に位⨨する中道集落の３つの集落である。この３集落は࡯ࡰ同じ体系と音調パターンを持
っているため、この節でまとめてㄽじることにする。ここで報告するのは各集落１名分の
ࢹータとそれに基࡙く分析である8。 
 これらの３集落は、２型アクセント体系である点、音節ではなく拍を基本単位とする点
では、これまで⤂௓した３集落（湾、中里、坂嶺）と同じである。異なるのはල体的な音
調パターンであり、β系列の音調は湾・中里集落の音調とኚわらないが、α系列の音調は
異なっている。以下、㡰␒にぢていくことにする。  
 
㸲．１ Ș⣔ิ
 まず２拍名詞は次のような音調を♧す。ල体的には「水 (PLGu)、鳥(WuUL)、鼻(Kana)、洞窟
(JaPa)、山(MaPa)、㇋(PaPL)、ⰼ(Sana)、㯏(PunJL)」の語彙である（助詞の「が」「も」は
それࡒれ「ࡠ」「ࡴ」となるが、ここでは前⪅で表す）。  
 
 （２㸳）言いษり形：○○
――
。○
――
○が
――
。○
――
○も
――
。○
――
○か
――
ら。○
――
○ま
――
で。○
――
○から
――――
も。 
○
――
○まで
――――
も。 
     ᥋⥆形：  ○
――
○が
――
…。 
 
 ３拍㹼㸳拍名詞の音調は次のようになる。３拍名詞は「煙 (KLbuɕL) 、踊り (uGuL)、形
(NaWaʨL) 㸹  鋏(KaVaPL) 、㙾(KaJaPL) 、ᬺ(NuMuPL)」の㸳語、㸲拍名詞は「暁(aޝWuʨL)」、㸳拍
名詞は「雷(Ka݆naޝUL)」である。 
 
 （２６）言いษり形：  ○
――
○○
――
。○
――
○
――
○が
――
（㹼○
――
○○が
――
）。○
――
○
――
○も
――
。○
――
○
――
○か
――
ら。 
○
――
○
――
○ま
――
で（㹼○
――
○○ま
――
で）。○
――
○
――
○から
――――
も（㹼○
――
○○から
――――
も）。 
○
――
○
――
○まで
――――
も。 
     ᥋⥆形：○
――
○
――
○が
――
…。㹙○
――
○
――
○か
――
ら
――
…。○
――
○
――
○ま
――
で
――
…。○
――
○
――
○から
――――
も
――
…。㹛9 
                                                 
8 上嘉鉄のヰ⪅は኱཭຾一（おおともかついࡕ）Ặ、㸵３ṓ（193 年 12 月⏕まれ）。阿伝の
ヰ⪅は㯄ᐩኈ⏨（ࡩもとࡩじお）Ặ、㸳９ṓ（1950 年 11 月⏕まれ）。中道のヰ⪅は⸨ཎ㍤夫（ࡩ
じわらてるお）Ặ、６㸵ṓ（1943 年  月⏕まれ）である。  
9 （２６）㸫（２㸶）の㹙  㹛ෆはᐇ㝿のࢹータはなく、他の౛から᥎ᐃしたものである。  
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   
 （２㸵）言いษり形：  ○
――
○
――
○○
――
。○
――
○
――
○
――
○が
――
。○
――
○
――
○
――
○。○
――
○
――
○
――
○か
――
ら。 
○
――
○
――
○
――
○ま
――
で。○
――
○
――
○
――
○から
――――
も。○
――
○
――
○
――
○まで
――――
も。 
     ᥋⥆形：○
――
○
――
○
――
○が
――
…。㹙○
――
○
――
○
――
○か
――
ら
――
…。○
――
○
――
○
――
○ま
――
で
――
…。○
――
○
――
○
――
○から
――――
も
――
…。㹛 
 
（２㸶）言いษり形： ○
――
○
――
○
――
○○
――
。○
――
○
――
○
――
○
――
○が
――
。（㹼○
――
○
――
○
――
○○が
――
。）○
――
○
――
○
――
○
――
○も
――
。  
○
――
○
――
○
――
○
――
○か
――
ら。○
――
○
――
○
――
○
――
○ま
――
で。○
――
○
――
○
――
○
――
○から
――――
も。○
――
○
――
○
――
○
――
○まで
――――
も。 
   ᥋⥆形：○
――
○
――
○
――
○
――
○が
――
…。 
㹙○
――
○
――
○
――
○
――
○か
――
ら
――
…。○
――
○
――
○
――
○
――
○ま
――
で
――
…。○
――
○
――
○
――
○
――
○から
――――
も
――
…。㹛  
 
 一ぢすると湾・中里２集落のα系列と同じように、文節をドメインとして○
――
○○
――
、○
――
○
――
○
○
――
という音調パターンが付与されているようにぢ࠼る。たと࠼ば名詞単独形や名詞㸩１拍
助詞の音調は湾・中道集落のものと同じであり、文節末が㹆㹊㹆という音調を持つ。しか
しながらこの一⯡໬は、助詞が２拍かそれ以上の長さを持つሙ合には㏻⏝しない。このሙ
合には、文節の次末拍ではなく、名詞（＝語）の最後の拍が低くなる。つまり上嘉鉄・阿
伝・塩道では、名詞の┤後が高くなることが音㡩的に㔜せなようである（上嘉鉄のḍは上
嘉鉄・阿伝・塩道のඹ㏻形を表す）。  
  
 （２９）湾・中里 ○
――
○
――
○が
――
。○
――
○
――
○
――
から
――
。      ○
――
○
――
○
――
か
――
らも
――
。 
上嘉鉄   ○
――
○
――
○が
――
。○
――
○
――
○か
――
ら㹼○
――
○○か
――
ら。○
――
○
――
○から
――――
ࡴ。 
 
 この上嘉鉄のパターンも基本メࣟࢹ࢕ーは㹆㹊㹆と分析でࡁる。湾・中里との違いは音
調付与ドメインの違いであり、上嘉鉄ࢢࣝーࣉでは文節඲体ではなく㹙名詞㸩助詞の１拍
目㹛をドメインにしてྑからᕥ࡬㹆㹊㹆を付与している。なお㹊の部分は１拍とは㝈らな
い（  㹛はドメインのྑ➃を表す）。 
 
 （３０）湾・中里 ○
――
○○
――
㹛。   ○
――
○
――
○が
――
㹛。 ○
――
○
――
○
――
から
――
㹛。 ○
――
○
――
○
――
か
――
らも
――
㹛。 
上嘉鉄  ○
――
○○
――
㹛。   ○
――
○
――
○が
――
㹛。 ○
――
○
――
○か
――
㹛ら。 ○
――
○
――
○か
――
㹛ら
――
ࡴ。  
 
 上嘉鉄ࢢࣝーࣉの音調パターンを（㸶）と同じように分析すると（３１）のようになる 10,11。
                                                 
10 （３１）と関㐃してもう一つ、湾・中里の Į 系列と違い、上嘉鉄ࢢࣝーࣉの Į 系列は言いษ
り形と᥋⥆形が異なるようである。名詞㸩２拍助詞、名詞㸩３拍助詞では、᥋⥆形が助詞の最
後まで高くⓎ音されるのに対し、言いษり形では助詞の最⤊拍が低くⓎ音される。湾・中里で
は言いษり形も低く⤊わらないが、これとは対照的である。この⌮⏤は、湾・中里の Į 系列が
文節の最後で㹊㹆をᐇ⌧し、㹆がᖖに１拍であるため、言いษり形でもこの拍を低くすること
はでࡁないことによる。これに対し、上嘉鉄ࢢࣝーࣉの Į 系列は㹊㹆の㹆が文節末の」ᩘ拍に
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ここでも、長い語ྃにおいてはᕥ➃の㹆音調はᕥ（＝文節㢌）࡬、ྑ➃の㹆はྑ（＝文節
末）࡬ྥかってᣑᙇする。またȣ…ȣ!は助詞の２拍目以㝆が音㡩的に୙ྍどであること
をព࿡する。助詞の付かない文節では、名詞の最⤊拍から㹆㹊㹆のメࣟࢹ࢕ーが付与され
ることになる。 
 
 （３１）…ȣȣȣȣ@語㸩ȣ㹛ȣ…ȣ! 
㹚㹺㹺 㸭 
㹆㹊㹆 
  
 最後に、上嘉鉄ࢢࣝーࣉでも１拍名詞にα系列、β系列の型の༊ูはなく、ここでも１
拍名詞はα系列に属し、かつ２拍名詞と同じࡩるまいをぢࡏる。  
 
㸲．２ ș⣔ิ 
β系列のアクセントは中里・湾のβ系列と基本的に同じであり、名詞の㸫ղで上᪼が㉳
こる12。ただし、３拍名詞㸩助詞の形では、中里や湾࡯࡝には―ղでの上᪼が᫂☜ではな
く、―ճ拍がしばしば㹆もしくは㹋(LG)と⪺こ࠼た。また「うすから」「うすまで」「ࢸ࢕ࢲ
（ኴ㝧）から」な࡝では㹆㹆㹆㹊と୪んで㹆㹋㹋㹊というⓎ音も⪺こ࠼る。「がまく（⭜ᅇ
り）まで」も…㹆㹆㹆㹊とならんで…㹆㹋㹋㹊という音調が⪺こ࠼ることがあった。（３２）
―（３㸲）に２拍、３拍、㸲拍名詞のアクセントを言いษり形と᥋⥆形に分ࡅて記す。  
 
（３２）言いษり形：○
――
○。○
――
○
――
が。○
――
○
――
も。○
――
○
――
か
――
ら。○
――
○
――
ま
――
で。 
○
――
○
――
から
――――
も。○
――
○
――
まで
――――
も。  
       ᥋⥆形：     ○
――
○
――
が…。（○
――
○
――
から
――――
…。○
――
○
――
から
――――
も
――
…。）  
 
（３３）言いษり形：○○
――
○
――
。○○
――
○
――
が（㹼○
――
○
――
○
――
が㹼0++/）。○○
――
○
――
も。 
○○
――
○
――
か
――
ら。（㹼がまくから /+00/）。○○
――
○
――
ま
――
で。  
○○
――
○
――
から
――――
も。○○
――
○
――
まで
――――
も。 
      ᥋⥆形：  ○○
――
○
――
が
――
…。（㹼○
――
○
――
○
――
が
――
…。㹼0+++…。） 
 
（３㸲）言いษり形：○
――
○○
――
○。○
――
○○
――
○
――
が（㹼○
――
○○○
――
が）。○
――
○○
――
○
――
も。 
                                                                                                                                                        
ᗈがるため、㹆㹊㹆の基本メࣟࢹ࢕ーをᐇ⌧しつつ、文節末拍を言いษり形として（つまり文
末ᶆ㆑として）低くᐇ⌧でࡁる。  
 この音調パターンをアクセント᰾の概ᛕを⏝いてㄝ᫂すると、名詞の語末拍が上ࡆ᰾
（次の拍を高くするᛶ᱁）を持つとぢることもྍ⬟である。  
2 α系列と同列にㄽじるならば、単語（名詞）の後ろから３つ目の拍が上ࡆ᰾を持ってい
ると分析することがྍ⬟である。 
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○
――
○○
――
○
――
か
――
ら。○
――
○○
――
○
――
ま
――
で。○
――
○○
――
○
――
から
――――
も。○
――
○○
――
○
――
まで
――――
も。 
      ᥋⥆形：  ○
――
○○
――
○
――
が
――
…。○
――
○○
――
○
――
から
――――
…。○
――
○○
――
○
――
から
――――
も
――
…。  
 
㸳ࡲ࡜め  
 
㸳．１ 㞟ⴠ㛫ẚ㍑ 
 以上の㆟ㄽをもとに、集落ࡈとの異同を音調タイࣉูに表すと次表のようになる。湾・
中里の音調パターンを $（α系列）、;（β系列）と表し、それとの異同を♧したものであ
る。$, %, ;, < の記ྕが表すෆᐜについては（３㸳）にまとめる。  
 
表㸲 集落ࡈとのα系列・β系列のタイࣉ  
 坂嶺 湾  中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 
α系列  $       $       $    %        %    % 
β系列   < ;       ;       ;     ;    ; 
 
（３㸳）$：文節をドメインに、最後の３拍が…㹆㹊㹆。 
      %：文節඲体ではなく㹙単語㸩助詞の１拍目㹛をドメインにして最後が…㹆㹊㹆。  
     ;：単語をドメインに、㸫ղ拍目で上᪼  
（単語の語末拍を㞃して、その前で…㹆㹊㹆）。 
     <：文節をドメインに、㸫ղ拍目で上᪼  
（文末の語末拍を㞃して、その前で…㹆㹊㹆）。 
  
㸳．２ ⪃ᐹ
 す࡭ての集落にඹ㏻している点として次の㸲点をあࡆることがでࡁる。  
 
（３６）a. ２型アクセント体系を持つ。  
b. α系列、β系列とも基本メࣟࢹ࢕ーは㹆㹊㹆である。  
F. 基本メࣟࢹ࢕ーの音調は拍単位で付与される。  
G. 基本メࣟࢹ࢕ーは語ྃ末から付与される。  
 
 これに対し、集落㛫のᕪ異は㹆㹊㹆という基本メࣟࢹ࢕ーを付与するドメインの違いか
ら⏕じる。኱ูすると「単語」をドメインとして付与するか、「文節」をドメインとして付
与するかという違いであるが、前⪅は᪩⏣  (1999)の分㢮で語アクセント的、後⪅は語ኌ調
的とされる≉ᚩである。 
 この付与ドメインの違いがα系列とβ系列の㛫に観ᐹされる集落もある。たと࠼ば湾・
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中里はα系列が文節単位（つまり語ኌ調的）、β系列が単語単位（つまり語アクセント的）
という違いを持つ。この観点から集落㛫ᕪ異を♧したのが次表である。各集落に付与した
「…᫬」は、集落の位⨨関ಀを♧すために、島の地⌮的中心からぢた᫬のだいたいの方ゅ
を᫬ィの᫬㔪で表したものである。  
 
表㸳 㹆㹊㹆メࣟࢹ࢕ーの付与範囲（ドメイン）をもとにした分㢮  
 坂嶺 湾 中里 上嘉鉄 阿伝 塩道 
 １０᫬ 㸶᫬ 㸶᫬ ６᫬ 㸲᫬ ２᫬ 
α系列       文節      語㸩１ȣ 
β系列   文節            語 
 
 表㸳にぢられる集落（方言）ᕪを喜界島඲体のṔྐ的なኚ໬とᤊ࠼ると、アクセントの
ドメインについて㏻᫬的なኚ໬が㉳こっているとぢることがでࡁる。アクセントのᛶ᱁が
語アクセント的なものと語ኌ調的なものとの㛫でኚ໬していると言ってもよい。ㄽ⌮的な
ྍ⬟ᛶとして次の３つのኚ㑄が⪃࠼られる。  
 
（３㸵）a. 文節単位（語ኌ調）の体系から単語単位（語アクセント）の体系࡬ኚ໬  
b. 単語単位（語アクセント）の体系から文節単位（語ኌ調）の体系࡬ኚ໬  
F. 単語単位（語アクセント）と文節単位（語ኌ調）がΰᅾした体系から⤫一的
体系࡬のኚ໬ 
 
 （３㸵a）は、坂嶺タイࣉの体系が最ึにあり、そこから湾・中里タイࣉの体系を⤒て、
上嘉鉄・阿伝・塩道タイࣉの体系࡬Ⓨᒎしてࡁたというぢ方である。このゎ㔘では、β系
列がα系列に先んじてኚ໬したことになる。またもっともྂい体系が坂嶺集落にṧってい
るということをྵពする。 
これに対し（３㸵㹠）はこれと㏫の方ྥ࡬のኚ໬をྵពし、上嘉鉄タイࣉがඖࠎの体系
で、そこから湾・中里タイࣉの体系を⤒て坂嶺タイࣉの体系がฟてࡁたとぢる。このㄝに
立つと、⌧ᅾの上嘉鉄タイࣉの体系はα系列が「単語㸩１拍」をドメインとする分だࡅ、
᪤に文節単位の体系࡬㐍んでいることをព࿡する。また、඲体としてα系列のኚ໬がβ系
列よりも先に㐍んだことになる。  
 （３㸵㹡）はこれらの２ㄝのᢡ⾺᱌とも言࠼る௬ㄝであるが、⌧ᅾの湾・中里タイࣉの
ΰ合体系（α系列とβ系列でドメインが異なる体系）が最ึにあって、そのΰ合ᛶをゎ消
するために２方ྥにኚ໬が㉳こったと௬ᐃする。坂嶺集落では文節単位の体系࡬⤫一໬が
ᅗられ、一方、上嘉鉄・阿伝・塩道では単語単位の体系࡬⤫一໬がᅗられたという⪃࠼方
である。このㄝはㄽ⌮的にはྍ⬟であろうが、なࡐ最ึに」㞧なΰ合体系が存ᅾしたのか
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という᰿本的な␲ၥがṧる。  
 ௒のẁ㝵では以上の３つの௬ㄝのいずれがṇしいか☜ᐃすることはࡴずかしい。次節で
述࡭る௒後のㄢ㢟を᳨ウする㐣⛬で᭷┈なㄽᣐがᚓられるྍ⬟ᛶがある。  
 
㸳．㸱 ௒ᚋࡢㄢ㢟 
ṧされたㄢ㢟もከい。各集落についてヰ⪅をቑやし、また各ヰ⪅からよりከくのࢹータ
をᚓることは言うまでもない。それにຍ࠼、次の㸲点がとりわࡅ㔜せだとᛮわれる。まず
➨一に、集落ࡈとに音㡩分析を㐍め、音調パターンの中でఱがᘚู的≉ᚩなのかというၥ
㢟を、᰾のᛶ᱁（᪼り᰾、上ࡆ᰾、下ࡆ᰾な࡝）もど野にධれて分析することである（᭹
部 1973, 上野 1999）13。➨二に、」合語のアクセントつ๎を᳨ウするᚲせがある。各集落
が࡝のような」合語アクセントつ๎を持っているのか、集落㛫に࡝のような異同が観ᐹさ
れるかを᥈ることにより、前節で述࡭たṔྐ的ኚ໬の方ྥについても♧၀がᚓられるྍ⬟
ᛶがある。 
୕つ目のㄢ㢟として、௒ᅇ報告した南部・中部地域のアクセント体系を北部地域（小野
津、ᚿᡞᱩ）のアクセント体系と比較することをあࡆることがでࡁる。これは表㸲・㸳で
述࡭た南部・中部地域の方言ᕪを⪃࠼る上でもᚲ㡲のసᴗである。最後に、アクセント以
እの音㡩≉ᚩ、とりわࡅ分節音（ẕ音やᏊ音）の≉ᚩとアクセント体系を総合して⪃࠼る
ことが㔜せなㄢ㢟であろう。アクセント体系の分ᕸと分節音≉ᚩの分ᕸが一致するᚲ↛ᛶ
はないが、方言下位༊分を⪃࠼る上でも、あるいは前節で述࡭たアクセント体系のኚ໬を
ㄽじる上でも㔜せなᡭ᥃かりを与࠼てくれるに違いない。 
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